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は
じ
め
に

　
一
、
作
品
概
要

　
二
、
画
中
の
図
様
の
典
拠

　
　
二
─
一
、
竹
田
の
居
室

　
　
二
─
二
、
筆
塚

　
三
、
鉄
斎
の
竹
田
理
解
と
そ
の
実
践

　
　
三
─
一
、
鉄
斎
の
竹
田
理
解

　
　
三
─
二
、
竹
田
作
品
の
摸
写
と
竹
田
主
題
の
画
作

　
　
三
─
三
、
竹
田
用
印
の
摸
刻

　
四
、
栄
光
あ
る
死
後

　
　
　
お
わ
り
に

　
　
は
じ
め
に

　「
日
本
最
後
の
文
人
」
と
称
さ
れ
、
数
多
く
の
画
作
を
も
の
し
た
富
岡
鉄
斎
（
一

八
三
七
─
一
九
二
四
）
は
、
晩
年
に
お
い
て
も
旺
盛
な
制
作
を
な
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
作
品
群
の
中
に
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）［
図
1
・
口
絵
6
］

と
い
う
一
作
が
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
文
人
画
家
・
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
─
一

八
三
五
）
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
従
来
作
品
解
説
な
ど
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
も
の
の
、
詳
細
な
論
考
は
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
点
が

富
岡
鉄
斎
筆
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
成
立
背
景

田
　中
　

　　伝

図 1　竹田翁閑栖図　富岡鉄斎
大正 13年（1924）　出光美術館



出
光
美
術
館
研
究
紀
要

　第
二
十
八
号
（
二
〇
二
二
年
度
）

142

が
見
え
る
［
図
2
］。
男
は
敷
物
の
上
に
座
し
、
脇
息
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。
男
の

面
貌
を
子
細
に
見
る
と
目
尻
の
皴
や
ほ
う
れ
い
線
が
丹
念
に
描
き
こ
ま
れ
、
年
を
経

た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
男
の
左
脇
に
置
か
れ
た
書
籍
は
、
彼
が
読

書
人
で
あ
る
こ
と

を
暗
示
さ
せ
て
い

る
。
右
脇
に
は
獅

子
ら
し
き
動
物
を

象
っ
た
香
炉
が
配

さ
れ
、
そ
こ
か
ら

煙
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と

立
ち
上
っ
て
い
る
。

　
家
屋
の
背
後
か

ら
は
竹
藪
が
の
ぞ

き
、
さ
ら
に
そ
の

奥
に
は
高
々
と
隆

起
す
る
山
が
描
か

れ
る
。
山
頂
に
は

碑
石
の
よ
う
な
も

の
が
見
え
、
そ
の

表
面
に
は「
筆
冢
」

の
二
字
が
認
め
ら

れ
る
［
図
3
］。

　
山
の
さ
ら
に
左

上
に
は
、
色
紙
型

多
い
［
註
1
］。

　
本
稿
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
観
点
よ
り
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
を
試
み
る
。
第
一
に
、
鉄
斎
が
本
作
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
典
拠
の
特
定

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
主
に
、
本
作
の
箱
書
に
見
ら
れ
る
鉄
斎
の
記
述
を
手
掛

か
り
に
、
具
体
的
な
作
例
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鉄
斎
が
本
作
で

何
を
描
き
た
か
っ
た
の
か
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
鉄
斎
の
言
説
や
画

作
な
ど
か
ら
、
鉄
斎
が
抱
い
て
い
た
竹
田
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
探
っ
て
い
く
。
そ

し
て
第
三
に
、
鉄
斎
が
本
作
を
描
く
動
機
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
制
作
当
時
の
周

辺
状
況
よ
り
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
一
、
作
品
概
要

　
本
作
品
は
、
縦
一
三
〇
・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三

三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

紙
本
に
描
か
れ
て
い
る
。
縦

に
長
く
伸
び
た
画
面
の
前
景

に
は
、
一
軒
の
家
屋
が
配
さ

れ
る
。
家
屋
は
、
そ
の
屋
根

に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
繕
い
の
跡

が
見
え
、
簡
素
な
佇
ま
い
で

あ
る
。
家
屋
の
開
口
部
は
こ

ち
ら
に
向
け
て
お
り
、
そ
の

中
に
ひ
と
り
の
男
の
す
が
た

図 2　前景の人物

図 3　山頂の「筆冢」図 4　色紙型
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て
い
る
［
図
6
］。
こ
れ
よ
り
こ
の
作
品
は
、
富
岡
鉄
斎
が
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

六
月
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
鉄
斎
は
、
名
を
初
め
猷
輔
の
ち
道
節
、
さ
ら
に
百
錬
と
改
め
る
。
字
は
無
倦
、
鉄

斎
は
そ
の
号
で
あ
る
。
京
の
法
衣
商
十
一
屋
伝
兵
衛
の
二
男
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
よ

り
国
学
・
儒
学
を
修
め
る
。
さ
ら
に
は
南
画
を
は
じ
め
諸
派
の
画
を
学
び
、
鮮
烈
な

色
彩
と
自
在
な
筆
法
を
駆
使
し
た
独
自
の
画
境
を
確
立
す
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九

二
四
）
の
大
晦
日
に
逝
去
。
享
年
八
十
九
。
す
な
わ
ち
本
作
は
、
鉄
斎
が
逝
去
す
る

半
年
前
に
描
か
れ
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
作
品
が
納
め
ら
れ
る
箱
の
蓋
表
に
は
、
鉄
斎
自
身
の
筆
に
よ
っ
て
篆
書
で

「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
と
書
か
れ
［
図
7
］、
蓋
裏
に
も
同
じ
く
鉄
斎
に
よ
っ
て
「
竹
田

翁
肖
照
　
拠
門
人
田
中
介
眉
本
　
如
其
居
室
　
取
田
氏
筆
也
　
大
正
甲
子
歳
六
月
　

鉄
斎
幷
題
簽
　
時
年
八
十
有
九
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
［
図
8
］。
こ
う
し
た
記
述
か

ら
、
こ
の
作
品
は
田
能
村
竹
田
を
主
題
と
す
る
絵
画
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
田
能
村
竹
田
は
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
文
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
名

が
配
さ
れ
る
［
図
4
］。
そ
の

中
に
は
、
次
の
よ
う
な
和
歌

が
墨
書
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
竹
田

　
ま
た
消
ぬ
露
の

　
　
　
　
こ
の
身
の

　
　
　
　
　
お
き
と
こ
ろ

　（
花
）
の
み
よ
し
野

　（
月
）
の
さ
ら
し
な

　
こ
の
中
で
本
来
「
花
」
と

「
月
」
の
二
字
が
入
る
箇
所

に
は
、
文
字
の
か
わ
り
に
桜

の
花
と
雲
間
の
月
の
画
で
も

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
再
び
家
屋
の
中
に
目
を
や

る
と
、
床
に
は
一
幅
の
掛
け

軸
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
大
正

甲
子
歳
六
月
　
八
十
有
九
叟

　
鉄
斎
外
史
」
の
落
款
、
お

よ
び
「
百
錬
」
白
文
円
印
、

「
鉄
斎
」
白
文
方
印
が
捺
さ

れ
る
［
図
5
］。
ま
た
画
面
右
下
に
は
「
五
日
一
山
十
日
一
水
」
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ

図 6　画面右下の印 図 5　落款

図
7
　
箱
書
（
表
面
）

図
8
　
箱
書
（
裏
面
）
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す
る
竹
田
筆
「
歌
絵
花
月
短
冊
」［
図
9
］
を
も
と
に
し
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。

笠
嶋
氏
は
、「
歌
絵
花
月
短
冊
」
と
、
本
作
の
色
紙
型
の
類
似
に
着
目
し
、
こ
の
短

冊
を
実
見
し
た
鉄
斎
が
、
本
作
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
写
し
描
い
た
の
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
る
［
註
2
］。
説
得
力
の
強
い
見
解
で
あ
る
。

二
─
一
、
竹
田
の
肖
像

　
そ
れ
で
は
、
画
中
の
他
の
図
様
に
は
、
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
と

り
わ
け
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、
画
中
の
竹
田
の
す
が
た
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
鉄
斎
自
身
が
箱
書
き
に
「
門
人
田
中
介
眉
の
本
に
拠
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、

果
た
し
て
そ
の
作
品
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
竹
田
市
歴
史
文
化
館
が
所
蔵

す
る
「
田
能
村
竹
田
像
」［
図
10
］［
註
3
］
が
、
鉄
斎
が
言
及
す
る
「
田
中
介
眉
の
本
」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
作
品
は
現
在
、
下
部
に
田
能
村
竹
田
の
肖

像
が
描
か
れ
、
上
部
に
は
竹
田
の
友
人
で
あ
る
大
坂
の
儒
学
者
・
篠
崎
小
竹
（
一
七

八
一
─
一
八
五
一
）
の
五
律
が
合
装
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
田
能
村
竹
田
像
」
に
描
か
れ
る
竹
田
の
す
が
た
［
図
11
］
が
「
竹
田
翁
閑

栖
図
」
に
お
け
る
竹
田
の
そ
れ
と
合
致
す
る
の
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
独

特
な
形
状
の
脇
息
に
も
た
れ
か
か
っ
た
竹
田
の
恰
好
や
、
禿
げ
あ
が
っ
た
前
頭
部
の

表
現
、
さ
ら
に
は
竹
田
の
視
線
の
先
に
置

か
れ
た
獅
子
型
の
香
炉
の
描
写
も
一
致
し

て
い
る
。
さ
ら
に
画
面
左
側
に
は
「
介
眉

節
謹
写
」
の
落
款
が
あ
り
、
竹
田
の
門

人
・
田
中
介
眉
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
門
人
田
中
介

を
孝
憲
、
字
は
君
彜
、
通
称
を
行
蔵
、
号
を
竹
田
と
い
う
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

豊
後
岡
藩
の
儒
医
田
能
村
碩
庵
の
二
男
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
藩
儒
を
勤
め
る
も
、
三

十
七
歳
で
隠
居
し
、
以
後
は
数
多
く
の
遊
歴
を
通
し
て
京
坂
を
中
心
と
す
る
文
化
人

と
交
流
を
深
め
た
。
竹
田
が
交
誼
を
持
っ
た
中
で
も
と
り
わ
け
知
友
と
し
て
著
名
な

も
の
に
、
儒
学
者
の
頼
山
陽
（
一
七
八
一
─
一
八
三
二
）
や
、
陶
工
・
南
画
家
の
青
木

木
米
（
一
七
六
七
─
一
八
三
三
）
ら
が
い
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
夏
、
京
坂
へ
の

旅
中
に
体
調
を
崩
し
、
同
年
八
月
二
十
九
日
に
大
坂
中
之
島
の
岡
藩
邸
に
て
客
死
。

享
年
五
十
九
。

　
本
作
の
箱
書
に
よ
れ
ば
、
画
中
の
竹
田
の
肖
像
は
、「
門
人
田
中
介
眉
の
本
」
を

も
と
に
し
て
描
き
、
ま
た
そ
の
居
室
は
「
田
氏
の
筆
」、
す
な
わ
ち
竹
田
自
身
の
画

作
を
も
と
に
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
鉄
斎
が
述
べ
る
「
田
中
介
眉
の
本
」
と

「
田
氏
の
筆
」
が
一
体
何
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

　
　
二
、
画
中
の
図
様
の
典
拠

　
鉄
斎
が
本
作
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
何
を
典
拠
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
笠
嶋

忠
幸
氏
が
す
で
に
、
画
中
上
部
に
配
さ
れ
て
い
る
色
紙
型
が
、
出
光
美
術
館
が
所
蔵

図
9
　
歌
絵
花
月
短
冊
　
田
能
村
竹
田
　
江
戸
時
代
　
出
光
美
術
館
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眉
の
本
に
拠
る
」
と
い
う
「
竹
田
翁
閑
栖

図
」
箱
書
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
画
中
の

竹
田
の
す
が
た
が
「
田
能
村
竹
田
像
」
を

典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
誤
り
な

い
。

　「
田
能
村
竹
田
像
」
を
描
い
た
田
中
介

眉
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ま

と
ま
っ
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
生
没

年
も
資
料
に
よ
っ
て
定
ま
ら
な
い
［
註
4
］。
以
下
で
は
紙
数
を
割
い
て
、
最
近
の
調

査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
新
た
な
知
見
を
ま
じ
え
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い

き
た
い
。

　
管
見
の
限
り
で
介
眉
の
名
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
大
坂
の
文
化
人
を
集
成
し
た
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
序
の
三
宅
子
幹
編
『
浪
華
名
流
記
』
が
最
初
期
で
、
本
書
の

画
家
部
に
「
介
眉
　
田
中
節
、
字
樹
徳
、
称
義
兵
衛
、
住
天
満
」
と
い
う
記
事
が
見

出
せ
る
［
註
5
］。
さ
ら
に
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
版
『
浪
華
名
流
記
』
聞
人
部
に
は
、

よ
り
詳
細
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

田
中
介
眉
　
名
節
、
字
樹
徳
、
一
号
海
湄
、
称
義
兵
衛
。
以
甲
戌
生
。
大
阪
人
。

扁
曰
高
枕
乃
吾
盧
。
醸
酒
以
為
業
。
学
田
能
村
竹
田
、
其
画
自
多
風
致
。
其
家

蓄
明
清
之
書
画
許
多
、
頗
有
鑑
識
之
聞
。
住
天
満
魚
屋
街
［
註
6
］。

　
こ
れ
に
よ
る
と
介
眉
は
名
を
節
、
字
を
樹
徳
、
海
湄
と
も
号
し
、
通
称
は
義
兵
衛
。

大
坂
の
人
で
、
甲
戌
（
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
））
の
生
ま
れ
。
酒
造
を
生
業
と
し
て

い
た
。
田
能
村
竹
田
を
学
び
、
風
致
あ
る
画
を
描
い
た
。
ま
た
明
清
の
書
画
を
多
く

図
10
　
田
能
村
竹
田
像
　［
画
］
田
中
介
眉
　［
賛
］
篠
崎
小
竹
　
天
保
6
年
（
１
８
３
５
）　
竹
田
市
歴
史
文
化
館

図 11　田能村竹田像（肖像部分）
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た
り
す
る
［
註
13
］
な
ど
、
幕
末
期
の
大
坂
で
文
人
と
し
て
高
名
を
博
し
て
い
た
こ

と
も
わ
か
る
。
弘
化
二
年
版
『
浪
華
名
流
記
』
で
は
介
眉
を
画
家
部
に
入
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
安
政
三
年
版
本
で
は
聞
人
（
文
人
）
部
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、
後
年
の
介
眉
は
画
事
に
と
ど
ま
ら
ず
文
事
全
般
に
広
く
従
事
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
［
註
14
］。
弟
子
に
は
、
明
治
期
に
南
画
家
と
し
て
活
躍
し
、
浪
華
画
学
校

の
支
那
画
教
員
を
勤
め
た
水
原
梅
屋
（
一
八
三
五
─
九
三
）
が
い
た
［
註
15
］。
ま
た
弟

の
耕
雨
（
一
八
二
一
─
？
）
も
大
坂
で
画
家
と
し
て
活
動
し
た
［
註
16
］。
一
方
、
介
眉

の
没
年
は
現
時
点
で
は
断
定
し
が
た
く
、
現
在
確
認
で
き
る
史
料
の
中
で
は
先
に
挙

げ
た
「
月
照
銀
沙
図
」
の
制
作
年
で
あ
る
文
久
三
年
が
、
そ
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る

最
も
下
限
で
あ
る
。

　
介
眉
の
描
い
た
「
田
能
村
竹
田
像
」
は
竹
田
の
遺
像
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
竹
田
が

没
し
た
翌
年
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
十
五
日
に
豊
後
鶴
崎
（
現
在
の
大
分
市
東

部
）
で
帆
足
杏
雨
、
後
藤
碩
田
（
一
八
〇
五
─
八
二
）
ら
竹
田
の
遺
弟
が
主
催
し
た
追

悼
会
の
神
位
席
に
も
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
会
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
目
録
『
筆
華
墨

香
供
養
』
に
記
さ
れ
て
い
る
［
註
17
］。

　
で
は
鉄
斎
は
、
こ
の
「
田
能
村
竹
田
像
」
を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
と
お
り
こ
の
作
品
は
田
能
村
家
に
秘
蔵
さ
れ
、
そ

の
後
も
竹
田
の
郷
里
で
あ
る
竹た
け
た田
に
伝
来
し
て
お
り
、
鉄
斎
が
実
作
品
を
親
し
く
見

る
こ
と
は
適
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
鉄
斎
に
よ
る
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
制
作
に
先
行
し

て
、「
田
能
村
竹
田
像
」
の
画
像
が
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
近
代

以
降
、
竹
田
の
著
作
や
そ
の
事
蹟
に
言
及
し
た
書
籍
は
数
多
く
出
版
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
竹
田
に
関
す
る
資
料
を
広
範
に
集
成
し
た
先
駆
的
な
書

籍
と
し
て
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
刊
行
し
た
『
田
能
村
竹
田
』［
図
12
］
を
挙
げ

蒐
集
し
、
鑑
定
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
記
事
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
介

眉
は
兄
弟
子
で
あ
る
帆
足
杏
雨
（
一
八
一
〇
─
八
四
）
よ
り
四
歳
年
少
で
、
同
じ
く
竹

田
の
門
人
で
あ
る
田
能
村
直
入
（
一
八
一
四
─
一
九
〇
七
）
と
同
い
年
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
介
眉
の
描
い
た
作
品
に
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
年
記
の
あ
る
「
月
照
銀

沙
図
」（
大
分
県
立
美
術
館
蔵
）
が
知
ら
れ
る
他
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
廣
瀬
旭

荘
（
一
八
〇
七
─
六
三
）
が
山
陰
方
面
に
遊
歴
す
る
に
あ
た
り
大
坂
の
友
人
た
ち
が
送

っ
た
詩
書
画
を
巻
子
に
仕
立
て
た
「
廣
瀬
旭
荘
送
西
下
漢
詩
巻
子
」（
個
人
蔵
、
日
田

市
教
育
庁
威
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
寄
託
）
中
に
介
眉
筆
の
山
水
図
が
含
ま
れ
て
い
る

［
註
7
］。
ま
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
序
の
菊
池
教
中
（
一
八
二
八
─
六
二
）
の
詩
集

『
澹
如
詩
稿
』
に
も
、
介
眉
が
原
画
を
描
い
た
挿
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
［
註
8
］。

　
ま
た
、
介
眉
と
親
交
を
持
っ
た
出
雲
の
儒
者
・
金
本
相
観
（
摩
斎
、
一
八
二
九
─

七
一
）
が
、
介
眉
に
つ
い
て
「
購
書
贖
画
豈
論
銭
」「
家
蔵
殆
及
三
万
軸
」
で
あ
っ

た
と
い
う
記
述
を
残
し
て
い
る
（「
贈
田
中
介
眉
」［
註
9
］）
こ
と
か
ら
は
、
熱
心
な
書

画
の
収
蔵
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
師
で
あ
る
竹
田

の
作
品
も
多
く
収
蔵
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
知
ら
れ
る
の
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
頃
に
入
手
し
た
「
亦
復
一
楽
帖
」（
重
要
文
化
財
、
寧
楽
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
［
註
10
］。

こ
の
他
、
篠
崎
小
竹
の
女
婿
で
あ
る
後
藤
松
陰
（
一
七
九
七
─
一
八
六
四
）
が
、
野
呂

介
石
の
画
竹
二
点
の
鑑
定
を
「
天
満
田
中
介
眉
」
に
依
頼
し
た
と
い
う
史
料
［
註
11
］

か
ら
は
、
鑑
定
家
と
し
て
の
す
が
た
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
大
垣
藩
城
代
の
小
原
鉄
心
（
一
八
一
七
─
七
二
）
が
文
久
二
年
（
一
八
六

二
）
六
月
に
上
坂
の
折
、
道
頓
堀
に
て
宴
席
を
開
い
た
際
に
招
い
た
諸
名
流
十
二
名

の
中
に
介
眉
の
名
が
見
え
た
り
［
註
12
］、
同
年
に
催
さ
れ
た
売
茶
翁
百
年
忌
を
記
念

す
る
青
湾
茶
会
に
お
い
て
、
第
五
副
席
の
茗
主
の
ひ
と
り
に
田
中
介
眉
の
名
が
見
え



富
岡
鉄
斎
筆
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
成
立
背
景
［
田
中

　伝
］

147

田
中
介
眉
が
、
天
保
乙
未
の
年
、
大
阪
吹
田
村
に
て
、
親
し
く
居
士
の
病
牀
に

臨
み
て
写
し
た
る
も
の
に
、
篠
崎
小
竹
が
題
辞
せ
し
も
の
な
り
。
肖
像
を
成
丈

け
明
瞭
に
せ
ん
為
め
に
、
題
辞
を
省
き
て
贈
ら
れ
た
れ
ば
、
予
も
肖
像
の
み
を

出
す
こ
と
ゝ
せ
り
。
前
額
の
雄
大
な
る
こ
と
、
眉
目
の
豊
濶
な
る
こ
と
、
印
堂

の
清
爽
な
る
こ
と
等
、
皆
自
然
に
偉
大
な
る
文
芸
の
相
と
、
円
満
浩
潔
な
る
徳

性
と
を
標
示
し
居
る
を
見
る
へ
し
。
居
士
の
小
照
は
種
々
あ
れ
と
も
、
こ
れ
程

真
に
近
き
も
の
は
無
き
と
思
ひ
殊
に
之
を
掲
く
［
註
19
］。

　「
田
能
村
竹
田
像
」
の
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
田
能
村
秋
皐
（
一
八
六
八
─
一
九

一
五
）
は
竹
田
の
曾
孫
（
竹
田
の
子
・
如
仙
の
孫
）
で
、
通
称
を
梅
士
と
い
い
、
秋
皐
、

朴
念
仁
、
の
ち
に
朴
山
人
と
号
し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
明
治
法
律

学
校
（
一
九
〇
三
年
に
明
治
大
学
に
改
称
）
卒
業
後
、
同
校
の
機
関
誌
『
明
治
法
学
』
の

発
刊
・
編
集
を
は
じ
め
、
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
発
行
の
諸
雑
誌
の
編
集
事

る
こ
と
が
で
き
る
。

　『
田
能
村
竹
田
』

の
編
著
者
・
大
島
支

郎
（
一
八
六
六
─
一
九

一
八
）
は
豊
南
と
号

し
、
帆
足
杏
雨
門
下

の
大
島
梅
窓
（
一
八

二
八
─
九
七
）
の
養
子

で
あ
る
。
大
分
税
務
署
を
経
て
、
教
師
と
し
て
擷
芳
園
、
大
分
中
学
校
、
南
豊
学
館

で
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、『
南
豊
名
画
集
』
や
『
南
豊
名
家
詩
選
』
な
ど
の
著
作

を
な
し
た
［
註
18
］。
大
島
が
編
集
し
た
『
田
能
村
竹
田
』
は
、
竹
田
の
著
述
を
広
く

収
集
し
つ
つ
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に
は
そ
の
代
表
作
の
精
細
な
図
版
ま

で
掲
載
す
る
と
い
う
、
当
時
に
お
け
る
竹
田
資
料
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
『
田
能
村
竹
田
』
は
好
評
を
博
し
、
そ
の
後
も
三
版
を
重
ね
、
そ
の
都
度
新

た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
や
作
品
の
画
像
を
増
補
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
の
再
版
に
、「
竹
田
居
士
小
照
」
と
し
て
、

田
中
介
眉
の
竹
田
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
［
図
13
］。
こ
の
作
品
に
つ
い

て
、
大
島
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

予
竹
田
居
士
の
事
蹟
を
調
査
し
　
詩
の
竹
田
　
画
の
竹
田
　
書
の
竹
田
　
等
の

部
門
に
分
ち
、
明
治
四
十
三
年
に
、
大
分
新
聞
に
始
め
て
　
詩
の
竹
田
　
の
み

を
掲
け
た
る
に
、
居
士
の
曾
孫
、
田
能
村
秋
皐
君
、
屢
書
を
寄
せ
、
併
せ
て
秘

蔵
の
肖
像
を
贈
ら
る
。
肖
像
は
山
陽
及
ひ
居
士
等
と
深
交
あ
り
し
、
大
阪
の
人

図 12　大島支郎『田能村竹田』初版

図 13　『田能村竹田』再版に掲載された「田能村竹
田像」
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業
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
活
動
し
た
。
そ
の
一
方
で
中
国
の
法
制
史
研
究
に
も
従

事
し
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
世
界
最
古
の

刑
法
』（
有
斐
閣
書
房
）
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
後
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
、「
へ
な

ぶ
り
」
と
い
う
新
趣
向
の
狂
歌
を
生
み
出
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
に
は
日
本
新
聞
社
に
移
籍
し
編
集
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
明
治
大

学
が
発
行
す
る
雑
誌
『
国
家
及
国
家
学
』
の
編
集
に
も
携
わ
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍

す
る
が
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
腎
臓
病
に
よ
り
四
十
九
歳
で
死
去
し
た
［
註
20
］。

　『
田
能
村
竹
田
』
再
版
に
は
「
田
能
村
竹
田
像
」
の
う
ち
肖
像
部
分
の
み
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
三
年
後
の
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）
に
刊
行
さ
れ
た
三
版
で
は
、
篠
崎
小
竹
の
賛
も
含
む
作
品
の
全
容
が
掲
載
さ
れ

る
［
図
14
］
と
と
も
に
、
そ
の
解
説
に
、

肖
像
は
、
門
人
田
中
介
眉
が
、
天
保
六
年
八
月
、
居
士
の
病
牀
に
臨
ん
で
写
し

歿
後
篠
崎
小
竹
の
追
悼
の
詩
を
合
せ
て
表
装
し
た
る
も
の
に
て
、
世
々
田
能
村

家
に
伝
へ
た
り
し
に
、
一
昨
年
田
能
村
秋
皐
君
死
去
の
後
に
、
居
士
の
孫
女
を

娶
り
し
竹
田
町
黒
川
春
星
翁
、
持
ち
帰
り
て
保
存
せ
ら
れ
し
を
、
昨
秋
予
の
為

め
に
、
殊
に
撮
影
し
て
贈
ら
れ
た
る
も
の
也
［
註
21
］。

と
あ
り
、「
田
能
村
竹
田
像
」
が
大
正
四
年
の
秋
皐
没
後
、
竹
田
の
孫
女
の
夫
で
あ

る
黒
川
春
星
（
一
八
四
八
─
一
九
一
六
）
の
も
と
に
渡
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
黒
川

春
星
は
名
を
文
哲
と
い
い
、
竹た
け
た田

で
代
々
医
業

を
営
む
黒
川
家
の
九
代
目
に
あ
た
る
。
医
師
と

し
て
活
躍
し
た
だ
け
で
な
く
、
私
立
竹
田
文
庫

（
現
在
の
竹
田
市
立
図
書
館
）
の
設
立
を
は
じ
め
竹

田
の
公
共
事
業
に
寄
与
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
［
註
22
］、
ま
た
『
田
能
村
竹
田
』
再
版
の
刊

行
に
当
た
っ
て
は
、
竹
田
の
弟
子
・
伊
藤
樵
渓

（
一
七
九
一
─
一
八
六
〇
）
が
秘
蔵
し
た
竹
田
の
筆

録
『
屠
赤
瑣
瑣
録
』
の
採
録
に
協
力
す
る
な
ど

［
註
23
］、
竹
田
の
顕
彰
に
も
尽
力
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
描

か
れ
た
大
正
十
三
年
に
は
す
で
に
『
田
能
村
竹

田
』
再
版
・
三
版
と
も
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
鉄
斎
が
こ
れ
ら
の
書
籍
に
掲

図 14　『田能村竹田』三版に掲載された「田能村竹田像」
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載
さ
れ
た
竹
田
像
の
図
版
を
参
照
し
て
作
品
を
制
作
し
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、『
田
能
村
竹
田
』
再
版
・
三
版
に
掲
載
さ
れ

た
「
田
能
村
竹
田
像
」
の
解
説
に
、
こ
の
作
品
の
成
立
背
景
に
関
す
る
記
述
も
見
出

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
田
能
村
竹
田
像
」
は
、
介
眉
が
天
保
六
年
、
吹
田

村
で
病
臥
し
て
い
た
竹
田
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
竹
田
は
こ
の
年
京
坂
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
七
月
初
旬
に
体
調
を
崩
し
、
避
暑

療
養
の
た
め
大
坂
近
郊
の
吹
田
村
（
現
在
の
大
阪
府
吹
田
市
）
に
移
り
、
こ
の
村
の
知

行
所
代
官
を
務
め
て
い
た
友
人
の
井
内
左
門
（
径
雨
）
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

そ
の
後
容
態
は
一
旦
快
方
に
向
か
う
も
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て

大
坂
に
出
か
け
た
折
に
遭
遇
し
た
大
雨
に
よ
っ
て
再
び
体
調
を
崩
し
、
以
降
閏
七
月

二
十
日
に
そ
の
終
焉
の
地
と
な
る

大
坂
中
之
島
の
岡
藩
邸
に
移
る
ま

で
、
こ
の
村
で
療
養
生
活
を
送
っ

て
い
た
［
註
24
］。
こ
の
吹
田
で
の

療
養
中
に
竹
田
の
も
と
を
訪
れ
た

介
眉
が
描
い
た
の
が
こ
の
「
田
能

村
竹
田
像
」
だ
と
、『
田
能
村
竹

田
』
の
解
説
に
は
記
述
さ
れ
て
い

る
。
安
政
三
年
版
『
浪
華
名
流

記
』
に
記
述
さ
れ
る
介
眉
の
生
年

に
則
る
の
で
あ
れ
ば
、「
田
能
村

竹
田
像
」
を
描
い
た
天
保
六
年
時

点
、
介
眉
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　
鉄
斎
が
『
田
能
村
竹
田
』
所
掲
の
「
田
能
村
竹
田
像
」
の
図
版
を
参
照
し
て
「
竹

田
翁
閑
栖
図
」
を
描
い
た
と
い
う
仮
説
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、「
田
能
村
竹
田
像
」

が
竹
田
最
晩
年
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
鉄
斎
は
当
然
な

が
ら
知
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

二
─
二
、
竹
田
の
居
室

　
以
上
の
よ
う
に
、「
田
能
村
竹
田
像
」
の
制
作
背
景
を
鉄
斎
が
把
握
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
画
中
の
居
室
を
描
く
際
に
典
拠
に
し
た
と
い
う
「
田
氏
の
筆
」
に
つ
い
て

も
、
ひ
と
つ
の
候
補
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
「
吹
田
村
養
痾
図
」（
竹
田
市
歴
史

文
化
館
蔵
）［
図
15
］
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
竹
田
の
在
京
の
友
人
で
あ
る
小
石
元

図 15　吹田村養痾図　田能村竹田　天保 6年（1835）
竹田市歴史文化館
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二
─
三
、
筆
塚

　
以
上
よ
り
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
は
、
田
中
介
眉
筆

「
田
能
村
竹
田
像
」
と
竹
田
筆
「
吹
田
村
養
痾
図
」

を
典
拠
と
し
、
吹
田
村
で
の
病
衰
し
た
最
晩
年
の
竹

田
を
描
い
た
作
品
と
見
な
す
の
が
、
最
も
蓋
然
性
が

高
い
。
一
方
で
、
本
作
に
こ
う
し
た
理
解
か
ら
逸
脱

す
る
要
素
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た

い
。
そ
れ
は
、
後
景
の
山
頂
に
描
か
れ
る
「
筆
冢
」

と
記
さ
れ
た
碑
石
で
あ
る
［
図
3
］。

　
こ
の
碑
石
は
、
竹た
け
た田

に
立
つ
竹
田
の
旧
居
「
竹
田

荘
」
に
あ
る
筆
塚
［
図
17
］
と
見
な
す
の
が
適
当
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
竹
田
が
敗
筆
を
供
養
す
る
た
め
に
立
て
た
も
の
で
、
表
面
に
は
竹

田
の
筆
に
よ
る
「
筆
冢
」、
裏
面
に
「
兀
矣
石
以
記
汝
恩
証
」
の
字
が
、
長
崎
の
石

工
・
渡
辺
方
發
に
よ
り
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
は
、

瑞
（
一
七
八
四
─
一
八
四
九
）
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
款
記
に
よ
れ
ば
そ
の
死

の
お
よ
そ
一
か
月
前
の
天
保
六
年
閏
七
月
、
小
康
状
態
と
な
っ
た
時
期
に
描
か
れ
た

と
あ
る
。
絵
画
に
お
け
る
絶
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
［
註
25
］。
画
中
に
は

吹
田
村
の
淀
川
水
系
に
沿
っ
て
立
つ
井
内
邸
の
様
子
と
、
そ
の
背
後
に
屹
立
す
る
山

が
描
か
れ
る
。
そ
の
簡
潔
な
描
写
と
弱
々
し
い
筆
遣
い
は
、
筆
を
持
つ
の
も
ま
ま
な

ら
な
い
竹
田
の
す
が
た
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　
こ
の
「
吹
田
村
養
痾
図
」
の
右
部
を
ト
リ
ミ
ン
グ
す
る
と
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」

の
画
面
と
近
似
す
る
点
に
注
目
し
た
い
［
図
16
］。
と
も
に
、
前
景
の
家
屋
、
家
屋
の

前
に
立
つ
喬
木
、
そ
し
て
後
景
の
山
と
い
う
造
形
要
素
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

［
註
26
］。「
田
能
村
竹
田
像
」
が
吹
田
村
の
竹
田
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と

鉄
斎
が
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
背
景
と
し
て
「
吹
田
村
養
痾
図
」
の
描
写
が

最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
至
っ
て
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

図 17　竹田荘に立つ筆塚

図 16　吹田村養痾図（部分）
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借
用
し
併
せ
て
僧
籍
に
加
入
、
住
職
の
届
け
を
出
す
。
然
る
に
姑
く
す
る
時
之

を
厭
ひ
須
磨
の
浦
芝
川
氏
の
別
墅
に
寓
し
相
応
に
潤
筆
金
を
得
て
更
に
田
家
文

庫
を
新
築
し
併
せ
て
檗
山
に
在
り
し
竹
田
山
荘
の
筆
塚
等
此
に
移
立
す
［
註
31
］。

　
直
入
は
晩
年
、
無
住
で
あ
っ
た
萬
福
寺
塔
頭
・
獅
子
林
院
の
住
持
と
な
っ
た
が
、

ほ
ど
な
く
し
て
大
阪
の
実
業
家
・
芝
川
又
右
衛
門
（
初
代
、
一
八
二
三
─
一
九
一
二
）
が

擁
す
る
須
磨
の
別
邸
に
移
り
、
そ
こ
に
田
家
文
庫
を
新
築
し
た
。
こ
の
時
直
入
は
竹

田
の
筆
塚
も
移
築
し
た
の
だ
と
い
う
。
筆
塚
は
須
磨
移
築
の
直
前
に
は
「
檗
山
」
に

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
直
入
が
獅
子
林
院
に
住
す
る
に
あ
た
り
、
竹
田
荘
よ
り
移
さ

せ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
直
入
は
筆
塚
を
、
自
身
が
竹
田
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
示

す
重
要
な
遺
物
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
鉄
斎
は
直
入
の
須
磨
転
居
の
報
に
接
し
て
「
此
居
を
終
焉
の
計
と
な
す
考
へ
乎
」

と
そ
の
意
図
を
述
べ
つ
つ
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
東
山
若
王
子
に
画
塾

「
画
神
堂
」
を
建
て
た
際
に
、
久
邇
宮
王
を
筆
頭
に
諸
人
を
招
い
て
落
成
式
を
盛
大

に
執
り
行
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
、「
名
聞
利
達
の
為
に
暫
く
も
閑
静
す
る
事
能
は

ず
。
所
謂
迷
蒙
の
生
涯
此
の
如
き
乎
」
と
、
老
い
先
短
い
く
せ
に
自
己
顕
示
欲
を
む

き
出
し
に
す
る
直
入
の
あ
り
さ
ま
を
痛
罵
し
て
い
る
。
本
来
竹
田
荘
に
あ
る
べ
き
筆

塚
が
直
入
の
恣
意
に
よ
り
移
築
を
繰
り
返
し
た
こ
と
も
、
鉄
斎
に
と
っ
て
苦
々
し
い

出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
結
局
こ
の
筆
塚
は
、
直
入
の
没
後
再
び
竹た
け
た田

に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
［
註
32
］、
直
入
の
自
己
喧
伝
に
利
用
さ
れ
、
流
転
を

繰
り
返
し
た
筆
塚
の
存
在
は
、
鉄
斎
の
記
憶
に
残
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
筆
塚
を
山
頂
に
配
し
た
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
描

写
は
、
こ
の
筆
塚
の
本
来
あ
る
べ
き
場
所
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
制
作
の
三
年
前
に
、
鉄
斎
が
竹
田
荘
の
様
子
を
描
い
た
「
竹
田

前
景
に
は
吹
田
村
、
後
景
に
は
郷
里
の
竹た
け
た田
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
画
中
の
筆
塚
は
、
色
紙
型
を
除
け
ば
画
面
最
上
部
に
相
当
す
る
山
頂
に
描
か
れ
る
。

し
か
も
山
全
体
が
水
墨
で
描
か
れ
る
の
と
は
対
照
的
に
筆
塚
に
は
緑
青
が
塗
ら
れ
、

色
彩
的
に
も
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
鉄
斎
は
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ

て
画
中
に
こ
の
筆
塚
を
描
き
こ
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

竹
田
の
筆
塚
を
め
ぐ
っ
て
鉄
斎
が
抱
い
た
、
田
能
村
直
入
に
対
す
る
複
雑
な
感
情
の

反
映
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
竹
田
の
養
継
子
を
称
し
た
直
入
は
竹た
け
た田

の
庄
屋
・
三
宮
家
に
生
ま
れ
、
九
歳
で
竹

田
の
門
下
に
入
っ
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
竹
田
の
友
人
で
あ
っ
た
大
坂

の
儒
学
者
・
大
塩
平
八
郎
の
洗
心
堂
で
学
び
、
竹
田
没
後
は
主
に
堺
や
京
坂
で
活
動

し
た
。
明
治
以
降
は
京
都
府
画
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
て
初
代
摂
理
（
校
長
）
に
就

任
す
る
な
ど
京
都
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
、
九
十
四
の
長
寿
を
保
っ
た
［
註
27
］。

　
鉄
斎
は
二
十
代
の
頃
に
は
直
入
と
面
識
を
持
ち
［
註
28
］、
そ
の
後
も
明
治
二
十
九

年
（
一
八
九
六
）
に
直
入
ら
と
と
も
に
日
本
南
画
協
会
を
結
成
し
た
り
、
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
に
久
邇
宮
邦
彦
王
（
一
八
七
三
─
一
九
二
九
）
が
直
入
邸
を
訪
れ
た
際

に
は
所
蔵
の
古
書
画
の
作
者
の
略
歴
解
説
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
［
註
29
］、
二
十
歳

以
上
年
長
の
直
入
と
近
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
で
鉄
斎
は
後

年
、「
私
は
直
入
の
人
物
を
好
ま
な
か
つ
た
（
中
略
）
直
入
と
い
ふ
男
は
、
ど
う
も
な

ら
ん
の
ぢ
や
」［
註
30
］
と
述
べ
る
よ
う
に
、
直
入
の
人
品
を
必
ず
し
も
肯
定
的
に
評

価
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
鉄
斎
の
直
入
に
対
す
る
こ
う
し
た
言
説
の
中
に
、
竹
田
の
筆
塚
に
触
れ
た
も
の
が

あ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

直
入
爺
本
年
九
十
一
歳
、
矍
鑠
、
前
年
黄
檗
山
獅
子
林
独
湛
隠
居
院
の
空
寺
を
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と
理
解
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
竹
田
翁

閑
栖
図
」
に
お
け
る
描
写
は
、
こ
の

筆
塚
が
本
来
置
か
れ
て
い
た
竹
田
荘

に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
よ
り
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の

舞
台
立
て
は
、
竹
田
が
最
晩
年
に
療

養
生
活
を
送
っ
た
吹
田
と
、
郷
里
の
竹
田
荘
と
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
本
作
は
、
吹
田
で
病
衰
し
た
竹
田
が
、
郷
里
の
竹

田
荘
を
幻
視
し
て
い
る
様
を
表
現
し
て
い
る
と
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
そ
の

身
は
故
郷
よ
り
遠
く
隔
た
っ
て
い
て
も
、
心
は
故
郷
を
想
っ
て
い
る
─
─
そ
う
し
た

竹
田
の
心
情
を
、
鉄
斎
は
本
作
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
鉄
斎
の
竹
田
理
解
と
そ
の
実
践

　
以
上
で
は
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
に
お
け
る
図
様
の
典
拠
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、

本
作
の
意
図
が
最
晩
年
の
竹
田
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
以
下

で
は
、
本
作
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
鉄
斎
が
抱
い
て
い
た
竹
田
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
掘
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
鉄
斎
の
画
作
に
い
か
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三
─
一
、
鉄
斎
の
竹
田
理
解

　
生
前
の
鉄
斎
と
交
流
を
持
っ
た
洋
画
家
の
正
宗
得
三
郎
（
一
八
八
三
─
一
九
六
二
）

草
堂
図
」（
一
九
二
一
年
、
所
在
不
明
）［
図
18
］
を
見
る
と
、
竹
田
荘
の
裏
手
の
山
の
頂

に
碑
石
の
よ
う
な
も
の
が
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
［
図
19
］。
現
在
で
は
売
立
目

録
に
掲
載
さ
れ
た
不
鮮
明
な
画
像
か
ら
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
脇
に
は

「
碑
」
と
い
う
注
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
鉄
斎
が
「
竹
田
草
堂
図
」

を
描
く
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
資
料
を
参
考
に
し
た
の
か
は
不
明
で
、こ
の
「
碑
」

が
何
を
示
す
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
鉄
斎
が
こ
れ
を
竹
田
の
筆
塚

図 18　竹田草堂図　富岡鉄斎　大正 10年（1921）　所在不明

図 19　竹田草堂図（部分）
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は
、「
鉄
斎
は
私
に
、
竹
田
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
な
に
か
と
談
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
常
に
鉄
斎
の
胸
中
を
去
来
す
る
竹
田
こ
そ
、
鉄
斎
の
好
敵
手

で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
」［
註
33
］
と
述
懐
し
て
い
る
。
竹
田
の
な
に
が
、
鉄

斎
に
と
っ
て
の
「
好
敵
手
」
た
り
得
た
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
早
く
も
鉄
斎
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
日
本
南
画
協
会
の
会
報
誌

『
南
宗
画
志
』
に
「
竹
田
隠
於
詩
画
説
」
と
題
す
る
文
章
を
執
筆
し
て
い
る
。

田
能
村
竹
田
の
才
学
富
贍
、
詩
文
に
敏
捷
な
る
は
、
専
門
家
と
雖
不
レ
易
レ
及
也
。

曾
題
二
自
画
著
色
瓜
蔬
図
一
曰
く
、

已
逢
二
春
雨
至
一
、
漸
及
二
秋
霜
繁
一
、
培
壅
宜
レ
留
レ
意
、
瓜
蔬
各
有
レ
根
、
衆

膄
皆
土
力
、
寸
緑
亦
天
恩
、
独
倚
長
鑱
立
、
幽
娯
レ
在
二
小
園
一
、
絵
事
小
技

也
、
瓜
蔬
微
菜
也
、
然
毎
二
喜
而
作
一 

レ
之
、
亦
吾
性
所
レ
適
也
。
或
云
前
人
有

レ
言
、
咬
二
得
菜
根
一
、
百
事
可
レ
做
、
又
不
レ
可
レ
使
三
士
大
夫
一
日
忘
二
此
味
一
、

其
所
二
関
係
一
不
二
亦
大
一
哉
、
観
者
宜
レ
具
二
此
眼
一
矣
、
余
曰
眼
之
具
二
興
不
具
一
、

我
豈
敢
求
焉
、
憲
也
故
志
在
二
於
小
一
、
不
レ
在
二
於
大
一
、
時
或
点
染
不
レ
過
レ
写

二
性
之
所
一 

レ
適
耳
。

此
詩
宋
元
之
題
画
小
品
の
詩
体
を
得
て
、
平
談
（
マ
マ
）
甚
有
レ
味
也
、
又
䟦
字
は
能

小
品
格
法
を
用
ひ
て
、
絵
画
小
技
た
る
に
付
緒
余
意
を
寓
す
。
蓋
当
時
竹
田
既

に
仕
籍
を
脱
し
退
隠
、
文
墨
に
優
游
の
閑
身
た
る
を
得
る
其
境
界
を
写
す
。
亦

他
求
の
念
無
し
。
故
志
在
二
於
小
一
不
レ
在
二
於
大
一
謙
遜
の
意
、
退
隠
の
志
操
を

顕
す
也
。
元
明
南
宗
画
の
名
士
恬
退
高
逸
な
る
倪
雲
林
を
学
び
、
其
詩
画
は
性

情
娯
楽
の
真
趣
を
涵
育
し
、
其
画
法
の
来
歴
を
発
し
、
其
題
詩
皆
古
人
に
準
拠

し
、
一
画
一
詩
を
不
レ
苟
は
竹
田
の
外
他
に
有
る
な
し
。
其
詩
画
皆
胸
中
の
万

巻
書
に
基
き
而
退
隠
之
境
界
を
浄
写
す
。
是
を
以
て
筆
墨
脱
俗
気
韻
高
古
た
る

は
素
よ
り
其
筈
に
て
、
南
宗
画
の
超
絶
有
る
は
推
て
知
る
べ
し
。
山
陽
評
竹
田

画
曰
、
華
人
華
人
と
推
賞
す
る
具
眼
者
た
る
は
相
共
に
肥
遯
の
境
界
、
其
真
趣

筆
墨
に
露
出
す
。
故
に
二
家
心
志
相
許
す
な
り
。
余
家
蔵
の
倪
雲
林
集
沈
石
田

集
を
読
に
竹
田
詩
画
其
高
尚
の
基
因
す
る
所
有
る
を
深
く
知
る
。
竹
田
翁
寄
二

楽
於
詩
画
一
高
士
哉
［
註
34
］。

　
鉄
斎
は
「
竹
田
翁
寄
二
楽
於
詩
画
一
高
士
哉
」
と
述
べ
て
竹
田
の
詩
画
を
称
賛
す

る
が
、「
田
能
村
竹
田
の
才
学
富
贍
、
詩
文
に
敏
捷
な
る
は
、
専
門
家
と
雖
不
易
及

也
」、「
其
題
詩
皆
古
人
に
準
拠
し
一
画
一
詩
を
不
苟
は
竹
田
の
外
他
に
有
る
な
し
」、

「
余
家
蔵
の
倪
雲
林
集
沈
石
田
集
を
読
に
竹
田
詩
画
其
高
尚
の
基
因
す
る
所
有
る
を

深
く
知
る
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
は
、鉄
斎
の
称
賛
が
竹
田
の
「
画
」
よ
り
も
「
詩
」

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
竹
田
の
詩
に
対
す
る
鉄
斎
の
偏
重
は
、
鉄
斎
と
正
宗
得
三
郎
と
の
以
下
の
や
り
取

り
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
先
生
は
竹
田
を
ご
存
知
で
す
か
」

「
い
や
知
ら
な
い
。
し
か
し
竹
田
の
書
い
た
本
は
皆
蔵
し
て
い
る
つ
も
り
ぢ
や
。

竹
田
は
豪
い
も
の
だ
。
詩
に
於
て
も
頼
山
陽
の
上
ぢ
や
。
た
ゞ
し
詠
史
と
な
る

と
、
こ
り
や
山
陽
独
特
の
も
の
だ
。
竹
田
は
医
者
に
な
る
可
き
も
の
が
、
学
問

に
志
し
て
、
藩
の
許
し
を
得
て
学
問
を
し
た
。
ま
た
画
を
学
ん
だ
。
一
度
画
に

志
し
た
か
ら
に
は
天
下
に
名
を
成
す
覚
悟
ぢ
や
つ
た
。
竹
田
は
画
が
巧
い
と
云

ふ
の
で
は
な
い
が
学
問
が
あ
る
。
何
ん
で
も
精
し
い
。
天
下
の
も
の
は
皆
知
つ

て
い
る
。
そ
し
て
意
味
の
な
い
も
の
は
描
か
ぬ
。
第
一
風
韻
が
あ
る
。
画
に
風

韻
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
─
─
そ
こ
を
よ
く
き
ゝ
な
さ
い
、
学
問
が
深
い
為
め
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ぢ
や
。
学
問
が
あ
る
と
見
識
が
で
き
る
。
先
日
手
に
入
れ
た
野
菜
の
画
帖
に
題

賛
が
あ
る
が
、
流
石
竹
田
だ
。
竹
田
で
な
い
と
あ
ん
な
賛
は
書
け
ぬ
。
竹
田
は

何
ん
で
も
知
つ
て
ゐ
た
。
然
し
私
も
学
問
に
於
て
竹
田
に
敗
け
る
と
は
思
わ
な

い
。（
後
略
）」［
註
35
］

　
以
上
の
記
述
か
ら
も
、
鉄
斎
は
竹
田
の
本
領
は
「
画
が
巧
い
」
こ
と
で
は
な
く
、

「
学
問
が
深
い
」
こ
と
に
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
私
も
学

問
に
於
て
竹
田
に
敗
け
る
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
う
鉄
斎
の
言
葉
は
、「
画
家
」
で

は
な
く
「
学
者
」
を
も
っ
て
自
任
す
る
鉄
斎
の
矜
持
を
示
す
と
と
も
に
、
竹
田
が
自

身
の
好
敵
手
た
り
得
た
存
在
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
表
す
も
の
と
い
え
よ

う
。

　
正
宗
は
他
に
も
、
竹
田
同
様
に
私
淑
し
て
い
た
池
大
雅
（
一
七
二
三
─
七
六
）
に
つ

い
て
鉄
斎
が
、「
大
雅
は
い
い
け
れ
ど
学
問
が
深
く
な
い
の
で
晩
年
に
な
っ
て
進
境

を
見
せ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
そ
こ
へ
行
く
と
竹
田
は
な
か
な
か
よ
い
。

絵
は
う
ま
い
と
い
え
な
い
が
、
そ
の
上
に
書
か
れ
た
題
賛
な
ど
意
味
あ
る
も
の
を
書

い
て
い
る
」［
註
36
］
と
人
に
語
っ
た
と
い
う
逸
話
を
引
く
。
こ
れ
も
鉄
斎
が
竹
田
の

「
学
問
」
を
評
価
し
た
も
の
と
い
え
る
。
鉄
斎
に
南
画
を
師
事
し
た
中
国
哲
学
者
の

本
田
成
之
（
一
八
八
二
─
一
九
四
五
）
も
、「
先
生
は
「
竹
田
は
生
活
に
困
ら
な
か
つ
た

か
ら
気
随
に
描
き
、
自
信
の
あ
る
も
の
だ
け
発
表
し
て
済
ん
だ
か
ら
よ
か
つ
た
、
大

雅
は
人
品
は
高
か
つ
た
が
学
問
を
せ
な
か
つ
た
か
ら
進
歩
が
な
か
つ
た
、
蕪
村
は
画

工
の
臭
気
が
あ
つ
て
俗
な
所
が
あ
る
」
と
云
は
れ
た
」［
註
37
］
と
述
べ
て
い
る
。
鉄

斎
は
、
高
い
学
問
的
見
識
を
持
ち
、
余
技
と
し
て
の
画
事
に
勤
し
む
、
理
想
的
な
文

人
画
家
の
す
が
た
を
竹
田
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

三
─
二
、
竹
田
作
品
の
摸
写
と
竹
田
主
題
の
画
作

　
も
っ
と
も
、「
絵
は
う
ま
い
と
い
え
な
い
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
鉄
斎
が
竹
田
の

絵
画
を
一
程
度
評
価
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
鉄
斎
が
竹
田
の
画
作
を
臨
摸
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　
原
本
が
明
ら
か
な
作
例
と
し
て
は
、
鉄
斎
が
描
い
た
「
菌
譜
帖
」（
所
在
不
明
）［
図
20
］

が
挙
げ
ら
れ
る
。
十
種
の
茸
を
描
い
た
こ
の
画
帖
が
、
竹
田
が
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
描
い
た
「
秋
味
冊
」（
個
人
蔵
）［
図
21
］
の
直
摸
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
原
図
の
特
定

は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
竹

田
が
描
い
た
「
牧
童
遊
牛
図
」

の
摸
本
（
所
在
不
明
）［
図
22
］
や
、

竹
田
の
「
摘
茶
図
」
を
も
と

に
描
い
た
と
さ
れ
る
「
菟
道

製
茶
図
」（
所
在
不
明
）［
図
23
］

な
ど
、
鉄
斎
に
よ
る
竹
田
作

品
の
摸
作
は
少
な
か
ら
ず
確

認
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
鉄
斎
が
竹
田
の
行

状
に
取
材
し
た
絵
画
を
描
い

て
い
た
こ
と
も
、
残
さ
れ
た

史
料
や
作
品
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
鉄
斎
と
親
交
を

図 20　菌譜帖　富岡鉄斎　制作年・所在不明
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図 23　菟道製茶図　富岡鉄斎　制作年・所在不明

上　図 21　秋味冊　田能村竹田　天保 3年（1832）
個人蔵

下　図 22　牧童遊牛図　富岡鉄斎　制作年・所在不明
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細
を
相
談
し
て
い
る
［
註
39
］。

　
こ
の
ほ
か
に
も
作
品
の
画
像
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
頼
山
陽
が
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
に
九
州
遊
歴
し
た
際
に
竹
田
荘
を
訪
れ
た
故
実
を
描
い
た
帆
足
杏
雨
の

作
品
の
摸
本
［
図
24
］
や
、
竹
田
が
青
木
木
米
の
も
と
を
訪
れ
た
際
の
様
子
を
描
い

た
「
木
米
隠
栖
図
」［
図
25
］、
さ
ら
に
前
節
で
も
言
及
し
た
、
竹
田
荘
を
描
く
「
竹

田
草
堂
図
」（
い
ず
れ
も
所
在
不
明
）［
図
18
］
な
ど
、
竹
田
に
ち
な
む
作
品
は
少
な
く
な

い
。「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
も
、
こ
う
し
た
鉄
斎
に
よ
る
竹
田
を
主
題
と
す
る
絵
画
作

品
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
─
三
、
竹
田
用
印
の
摸
刻

　
さ
ら
に
鉄
斎
が
竹
田
用
印
の
摸
刻
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
鉄
斎
は
「
印
癖
」
と
自
称
し
、
そ
の
用
印
は
一
千
顆
に
達
し
た
と
さ
れ
る
［
註
40
］。

こ
れ
ら
鉄
斎
の
膨
大
な
所
蔵
印
の
中
に
、
竹
田
の
用
い
た
「
老
画
師
」
印
［
図
26
］
の

摸
刻
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

印
は
鉄
斎
と
親
交
の
あ
っ
た
篆
刻
家
・
桑

名
鉄
城
（
一
八
六
四
─
一
九
三
八
）
が
大
正

六
年
に
刻
し
た
も
の
で
あ
る
［
註
41
］。

　
こ
の
印
は
、
鉄
斎
が
帝
室
技
芸
員
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
作
ら
れ
た

も
の
と
さ
れ
る
。
帝
室
技
芸
員
は
明
治
二

十
三
年
に
設
置
さ
れ
た
顕
彰
制
度
で
、
技

芸
員
は
勅
任
官
の
待
遇
を
受
け
、
勅
命
に

よ
る
作
品
制
作
や
帝
室
博
物
館
総
長
の
諮

問
に
応
じ
た
。
鉄
斎
は
大
正
六
年
六
月
十

持
っ
た
鈴
木
益
軒
（
謙
次
郎
）
に
宛
て
た
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月
三
十
日

付
の
書
簡
に
は
、
益
軒
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
山
陽
翁
竹
田
翁
対
話
煮
茗
之
図
」
の
制

作
を
快
諾
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
鉄
斎
は
益
軒
に
対
し
、
自
分
は

ふ
た
り
の
肖
像
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
菅
井
梅
関
に
よ
る
山
紫
水
明
処
（
頼
山
陽
居

宅
）
の
図
の
石
搨
本
［
註
38
］
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
も
と
に
し
た
も
の
に
山
陽
と
竹

田
の
小
照
（
小
さ
な
す
が
た
）
を
描
き
こ
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
制
作
の
委

上　図 24　竹田草堂図　富岡鉄斎　制作年・所在不明
下　図 25　木米隠栖図　富岡鉄斎　制作年・所在不明

右　図 26　田能村竹田「春隄夜月図」（出光美術館）
に捺された「老画師」印

左　図 28　「山中閑居図」に捺された「老画師」印
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る
の
は
、
北
宋
時
代
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
蘇
軾
（
一
〇
三
六
─
一
一
〇

一
）
に
ま
つ
わ
る
故
事
で
あ
る
。
蘇
軾
は
神
宗
（
一
〇
四
八
─
八
五
）
の
元
豊
二
年
（
一

〇
七
九
）、
筆
禍
事
件
「
烏
台
詩
案
」
に
よ
り
黄
州
に
流
さ
れ
、
罪
を
赦
さ
れ
た
後
も

閑
職
を
転
々
と
す
る
。
し
か
し
神
宗
が
崩
じ
て
幼
い
哲
宗
が
帝
位
に
就
く
と
、
か
ね

が
ね
旧
法
党
の
人
士
に
目
を
か
け
て
い
た
哲
宗
の
祖
母
・
高
氏
が
太
皇
太
后
と
し
て

垂
簾
聴
政
を
開
始
し
、
蘇
軾
も
顕
職
へ
と
返
り
咲
く
こ
と
と
な
る
。
晴
れ
て
翰
林
学

士
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
四
月
、
太
皇
太
后
に
謁
見
し
た

蘇
軾
は
、
実
は
こ
の
た
び
の
抜
擢
が
亡
き
神
宗
の
遺
志
で
あ
っ
た
こ
と
を
太
皇
太
后

よ
り
告
げ
ら
れ
、
思
い
が
け
な
い
聖
恩
に
む
せ
び
泣
く
。
画
面
は
太
皇
太
后
の
も
と

を
辞
し
た
蘇
軾
が
、
皇
帝
よ
り
拝
領
し
た
金
蓮
の
燭
台
に
先
導
さ
れ
、
翰
林
院
へ
と

向
か
う
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
鉄
斎
が
「
東
坡
帰
院
図
」
に
込
め
た
寓
意
は
明
白
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
鉄
斎
は
、

蘇
軾
と
同
じ
十
二
月
十
九
日
に
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
蘇
軾
を
大
い
に
尊
崇
し

て
い
た
。
鉄
斎
は
「
東
坡
同
日
生
」
の
印
を
愛
用
し
、
さ
ら
に
は
室
号
を
「
聚
蘇
書

寮
」「
聚
蘇
書
院
」「
聚
蘇
書
屋
」
な
ど
と
名
付
け
、
蘇
軾
の
著
作
や
文
献
を
熱
心
に

一
日
に
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
儒
学
者
を
も
っ
て
自
ら
任
ず
る
鉄
斎
か
ら
す

れ
ば
、
画
描
き
と
し
て
技
芸
員
を
拝
す
る
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
［
註
42
］、
帝
室
よ
り
最
高
の
栄
誉
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
勤
皇
家
の
鉄
斎
に
と
っ
て

素
直
に
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
を
境
に
、
鉄
斎
は
「
老
画
師
」
印
の

使
用
を
開
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　「
山
中
閑
居
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）
は
、
鉄
斎
が
「
老
画
師
」
印
を
用
い
た
最
初
期

の
作
例
と
し
て
知
ら
れ
る
［
図
27
］［
註
43
］。
賛
に
は
「
日
嗜
垂
綸
漁
墨
池
　
得
魚
換

米
育
妻
児
　
聖
朝
恩
遇
憐
遺
逸
　
八
十
過
時
拝
画
師
」
と
、
隠
者
同
然
の
暮
ら
し
を

し
て
い
た
鉄
斎
が
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
聖
恩
に
浴
し
た
喜
び
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ

に
お
い
て
捺
さ
れ
た
「
老
画
師
」
の
印
［
図
28
］
に
は
、「
画
師
」
を
拝
命
し
た
鉄
斎

の
複
雑
な
心
境
を
示
す
と
と
も
に
、
敬
慕
す
る
「
文
人
」
竹
田
の
す
が
た
も
重
ね
あ

わ
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
降
、
こ
の
「
老
画
師
」
印
は
鉄
斎
の
作
品
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
中
で
も
、
帝
室
技
芸
員
拝
命
の
二
か
月
後
に
描
か
れ
た
「
東
坡
帰
院
図
」（
清

荒
神
清
澄
寺
蔵
）［
図
29
］
は
、
極
め
て
象
徴
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
描
か
れ

図 27　山中閑居図　富岡鉄斎
大正 6年（1917）　大和文華館
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し
か
し
、
疑
問
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
鉄
斎
は
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」

に
お
い
て
、
死
に
瀕
す
る
竹
田
の
す
が
た
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
作
に
描
か

れ
た
竹
田
像
の
典
拠
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
時
点
か
ら
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
は
鉄

斎
の
辞
世
の
作
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
、
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
本
作

が
ま
さ
に
鉄
斎
逝
去
の
年
に
描
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
た
見
解
を
強
調
す
る

の
は
、
画
面
上
部
に
配
さ
れ
た
和
歌
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
竹
田
の

辞
世
の
句
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
［
註
45
］、「
ま
だ
消
え
ぬ
露
の
こ
の
身
の

お
き
ど
こ
ろ
」
と
い
う
句
が
、
詠
み
手
の
「
死
」
を
強
く
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

の
は
間
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
本
作
に
お
け
る
竹
田
の
す
が
た
は
、
老
衰
す
る
鉄
斎

の
諦
念
と
達
観
の
象
徴
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　
本
作
の
竹
田
像
が
そ
の
最
晩
年
の
す
が
た
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に

照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
さ
ら
に
補
強
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い

え
こ
う
し
た
理
解
は
、
鉄
斎
が
本
作
の
制
作
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
世
を
去
っ
た
と
い

う
事
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
は
た
し
て
本
作
を
描
い
た
時
点
で
鉄
斎

収
集
し
た
と
い
う
［
註
44
］。

　
皇
帝
の
恩
顧
を
受
け
て
翰
林
院
へ
と
向
か
う
蘇
軾
の
す
が
た
が
、
日
本
版
の

翰ア
カ
デ
ミ
ー

林
院
と
い
え
る
帝
室
技
芸
員
を
拝
命
し
た
鉄
斎
の
す
が
た
の
象
徴
で
あ
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
捺
さ
れ
た
「
老
画
師
」
印
も
、
竹
田
の
す
が
た
を
暗

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
東
坡
帰
院
図
」
で
鉄
斎
は
、
蘇
軾
と
竹
田
と
い
う

崇
敬
す
る
ふ
た
り
の
文
人
の
す
が
た
を
自
身
に
重
ね
合
わ
せ
、
文
人
と
し
て
の
自
負

を
表
明
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
四
、
栄
光
あ
る
死
後

　
以
上
で
は
、
鉄
斎
に
お
け
る
竹
田
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
鉄
斎
に
と

っ
て
の
竹
田
は
、
自
身
が
理
想
と
す
べ
き
文
人
の
す
が
た
を
体
得
し
た
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
鉄
斎
が
敬
愛
す
る
竹
田
を
主
題
と
し
た
「
竹
田
翁

閑
栖
図
」
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
と
い
え
る
。

図 29　東坡帰院図　富岡鉄斎
大正 6年（1917）　清荒神清澄寺
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を
な
す
作
品
と
い

え
る
。
賛
に
「
直

入
は
地
獄
の
鬼
に

捉
ら
れ
　
閻
魔
の

席
て
何
を
か
く
ら

む
」
と
あ
る
と
お

り
、
冥
府
に
堕
ち

た
直
入
が
閻
魔
大

王
の
前
で
筆
を
執

る
様
子
が
描
か
れ

る
。
生
前
に
獲
得

し
た
一
切
の
虚
飾

を
剝
ぎ
取
ら
れ
、

心
も
と
な
く
絵
を

描
く
直
入
の
す
が

た
は
、
文
人
に
と

っ
て
の
真
の
栄
誉
が
、
直
入
が
追
い
求
め
た
よ
う
な
現
世
で
の
立
身
な
ど
で
は
な
い

と
鉄
斎
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
一
方
の
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
に
描
か
れ
る
竹
田
は
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
片
田

舎
で
病
に
侵
さ
れ
、
そ
の
命
の
灯
は
今
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
見
す
れ

ば
そ
れ
は
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
侘
し
い
臨
終
の
す
が
た
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
死
は
、
竹
田
と
い
う
存
在
の
消
滅
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
か

っ
た
。
彼
の
名
は
死
後
も
語
り
継
が
れ
、
つ
い
に
は
官
位
ま
で
授
け
ら
れ
、
そ
の
盛

名
を
不
朽
の
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
死
後
の
栄
光
に
包
ま
れ
た
そ
の
す
が
た
は
、

が
自
身
の
死
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
強
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ

い
て
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
本
作
の
制
作
に
は
、
何
か
別
の
直
接
的
な
契
機
が
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
が
描
か
れ
た
時
期
に
発
生
し
た
事
象
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
興
味
深
い
事
実
が
判
明
し
た
。
本
作
成
立
の
四
か
月
前
の
大
正
十
三
年
二
月
、

竹
田
に
贈
位
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
［
註
46
］。
こ
の
た
び
の
贈
位
は
皇
太
子
裕

仁
の
成
婚
を
契
機
と
し
た
も
の
で
、
同
時
期
の
贈
位
者
は
二
三
九
名
に
の
ぼ
っ
た

［
註
47
］。
こ
の
ひ
と
り
に
選
出
さ
れ
た
竹
田
に
は
、
従
五
位
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。

　
贈
位
と
は
、
国
家
が
生
前
功
績
の
あ
っ
た
物
故
者
に
官
位
を
授
け
る
行
為
で
あ
る
。

い
う
な
れ
ば
、
官
位
は
「
死
」
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
贈
位
者
の
も
と
に
も

た
ら
さ
れ
る
。「
山
中
閑
居
図
」
や
「
東
坡
帰
院
図
」
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
お
り
、
鉄
斎
は
美
術
家
に
と
っ
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
帝
室
技
芸
員

を
拝
命
し
た
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
抱
い
て
い
た
。
さ
ら
に
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

に
は
帝
国
美
術
院
会
員
に
も
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
現
世
に
お
け
る
栄
達
は
極
ま
っ
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
技
芸
員
拝
命
よ
り
す
で
に
七
年
が
経
ち
、
す
で
に
齢
九
十
を

目
前
と
し
た
鉄
斎
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
現
世
の
栄
達
よ
り
も
、
死
後
に
己
が
ど
の

よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
こ
そ
、
よ
り
現
実
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
鉄
斎
に
と
っ
て
、
そ
の
死
か
ら
九
十
年
近
く
を
経
て
竹
田
に
贈
位

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
強
い
印
象
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
鉄
斎
の
思
い
の
陰
に
は
、
田
能
村
直
入
の
す
が
た
も
よ
ぎ
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
強
い
自
己
顕
示
欲
に
と
ら
わ
れ
た
直
入
の
人
生
を
「
迷
蒙
の
生
涯
」

と
評
し
た
鉄
斎
は
、
明
治
四
十
年
の
直
入
の
葬
儀
に
際
し
て
も
、「
虚
飾
の
葬
式
嗤

ふ
可
き
也
」［
註
48
］
と
、
徹
底
し
て
冷
淡
な
態
度
を
取
っ
た
。
直
入
の
死
去
直
後
に

描
か
れ
た
「
閻
魔
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）［
図
30
］
は
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
と
好
対
照

図 30　閻魔図　富岡鉄斎　明治 40年（1907）　大和文華館
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人
な
り
。
ロ
オ
ラ
ン
な
ど
の
評
価
を
学
べ
ば
、
善
き
画
描
以
上
の
人
な
り
」［
註
50
］

と
、
東
京
帝
大
在
学
時
か
ら
私
淑
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

（
一
八
六
六
─
一
九
四
四
）
を
引
き
合
い
に
竹
田
を
称
賛
し
て
い
る
の
は
、
芥
川
が
「
体

制
へ
の
疑
問
を
抱
き
、
苦
悩
す
る
知
識
人
／
芸
術
家
」
と
い
う
す
ぐ
れ
て
近
代
的

な
「
個
人
」
の
相
貌
を
、
竹
田
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
い
え
る
。
こ
う
し

た
近
代
的
芸
術
（
家
）
観
に
基
づ
く
竹
田
像

イ
メ
ー
ジは

、
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
後
を
舞
台

と
す
る
大
西
巨
人
（
一
九
一
六
─
二
〇
一
四
）
の
長
編
小
説
『
神
聖
喜
劇
』
に
お
い
て
、

軍
国
主
義
体
制
へ
の
強
い
猜
疑
を
抱
く
主
人
公
・
東
堂
太
郎
に
投
影
さ
れ
る
竹
田
の

す
が
た
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
［
註
51
］。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
は
、
竹
田
理
解
に
お
け
る

前
近
代
と
近
代
と
が
混
交
す
る
、
時
代
の
汽
水
域
に
生
み
出
さ
れ
た
作
品
と
も
い
え

る
。
鉄
斎
自
身
が
抱
い
た
竹
田
像
は
、
あ
く
ま
で
伝
統
的
な
文
人
観
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
竹
田
と
い
う
ひ
と
り
の
人
間
の
蹉
跌
と
達
成
を
自
己
の
内
面

に
重
ね
合
わ
せ
た
鉄
斎
の
心
性
は
、
近
代
的
な
そ
れ
と
決
し
て
遠
く
隔
た
っ
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
竹
田
に
向
け
ら
れ
た
鉄
斎
の
眼
差
し
は
、
あ
る
意
味
現
代
の
我
々
が

「
芸
術
家
・
鉄
斎
」
に
向
け
る
眼
差
し
へ
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い

え
る
の
で
あ
る
。

註
1
�
本
作
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
す
る
文
献
に
は
以
下
が
あ
る
。「
竹
田
翁
閑
栖
図
」（『
鉄

斎
研
究
』
第
六
十
四
号
、
一
九
八
三
年
）。
笠
嶋
忠
幸
「
作
品
解
説
25
　
竹
田
翁
閑
栖
図
」

（
展
覧
会
図
録
『
没
後
90
年
　
鉄
斎
　T

ESSA
I

』、
出
光
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇

五
頁
。
笠
嶋
忠
幸
「
作
品
解
説
18
　
竹
田
翁
閑
栖
図
」（
展
覧
会
図
録
『
文
字
の
力
・
書

の
チ
カ
ラ
─
Ⅲ
　
書
の
流
儀
』、
出
光
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
）
九
四
頁
。

註
2
�
前
掲
註
1
「
作
品
解
説
18
　
竹
田
翁
閑
栖
図
」。

註
3
�

 「
田
能
村
竹
田
像
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
宗
像
健
一
編
著
『
田
能
村
竹
田
基
本

画
譜
　
図
版
篇
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
一
五
三
頁
。
野
田
菜
生
子
「
作
品
解

鉄
斎
に
と
っ
て
か
く
あ
る
べ
き
文
人
の
象
徴
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
竹
田
の
す
が
た
は
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
画
中
に
お
い
て
も
周
到
に

描
出
さ
れ
て
い
る
。
画
中
の
竹
田
は
、
た
し
か
に
病
衰
し
た
竹
田
を
親
し
く
写
生
し

た
と
い
う
伝
承
の
と
お
り
の
迫
真
性
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
脇
息
に
身

を
ゆ
だ
ね
る
そ
の
す
が
た
が
、
柿
本
人
麻
呂
像
、
さ
ら
に
は
維
摩
像
へ
と
遡
る
、
理

想
的
な
文
人
の
「
か
た
ち
」
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
［
註
49
］。「
竹

田
翁
閑
栖
図
」
に
お
け
る
竹
田
の
す
が
た
は
、
死
後
に
お
い
て
も
尊
崇
の
対
象
と
な

る
文
人
と
い
う
文
化
的
コ
ー
ド
を
も
ま
と
い
、
画
中
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
に
描
か
れ
た
竹
田
の
典
拠
が
、
そ
の
最
晩
年
の

様
子
を
描
い
た
田
中
介
眉
「
田
能
村
竹
田
像
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

の
上
で
、
本
作
が
竹
田
に
贈
位
が
な
さ
れ
た
直
後
に
描
か
れ
た
こ
と
か
ら
、「
死
後

の
栄
光
」
を
手
に
入
れ
た
竹
田
の
顕
彰
が
、
本
作
を
描
く
動
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示

し
た
。
ま
さ
に
そ
れ
は
、
鉄
斎
自
身
が
理
想
と
す
る
「
死
」
の
有
り
様
だ
っ
た
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
成
立
背
景
を
よ
り
巨
視
的
に
と
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
大

正
期
に
お
け
る
竹
田
に
対
す
る
理
解
の
進
展
と
多
様
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

鉄
斎
が
本
作
を
描
く
に
あ
た
っ
て
大
島
支
郎
の
『
田
能
村
竹
田
』
を
参
照
し
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
書
籍
が
前
近
代
的
な
文
人
趣

味
を
共
有
す
る
人
士
に
留
ま
ら
な
い
幅
広
い
読
者
層
を
獲
得
し
た
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。
本
書
を
読
ん
だ
芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
─
一
九
二
七
）
が
、「
竹
田
は
善
き



富
岡
鉄
斎
筆
「
竹
田
翁
閑
栖
図
」
の
成
立
背
景
［
田
中

　伝
］
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史
研
究
』
星
野
書
店
、
一
九
四
三
年
）
三
八
九
─
三
九
〇
頁
。

註
16
�
東
方
書
院
編
『
日
本
画
大
成
』
第
二
十
巻
（
東
方
書
院
、
一
九
三
二
年
）
三
七
四
頁
。

註
17
�
木
崎
好
尚
『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』
第
二
巻
（
民
友
社
、
一
九
三
〇
年
）
五
〇
八
頁
。

註
18
�
大
島
支
郎
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。『
日
出
町
誌
　
史
料
編
』（
日
出
町
、

一
九
八
六
年
）
一
一
六
二
頁
。

註
19
�
大
島
支
郎
編
『
田
能
村
竹
田
（
再
版
）』
巻
一
（
豊
南
書
堂
、
一
九
一
四
年
）、
二
頁
。

註
20
�
田
能
村
秋
皐
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
佐
藤
厳
『
大
分
県
人
士
録
』（
大
分
県

人
士
録
発
行
所
、
一
九
一
四
年
）
二
二
六
─
二
二
八
頁
。「
田
能
村
梅
士
氏
逝
く
」（『
国

家
及
国
家
学
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
一
五
年
）
八
九
─
九
〇
頁
。
中
島
三
知
子
「
田
能

村
梅
士
と
岡
田
朝
太
郎
─
唱
道
者
と
実
践
者
」（『
尚
美
学
園
大
学
総
合
政
策
研
究
紀
要
』

第
二
十
二
・
二
十
三
合
併
号
、
二
〇
一
三
年
）。

註
21
�
大
島
支
郎
編
『
田
能
村
竹
田
（
三
版
）』
巻
一
（
豊
南
書
堂
、
一
九
一
七
年
）
一
頁
。

註
22
�
黒
川
文
哲
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
大
分
県
偉
人
伝
（
増
補
改
訂
）』（
大
分
県
教
育
会
、

一
九
三
五
年
）
七
五
八
─
七
五
九
頁
。
黒
川
達
郎
「
黒
川
文
哲
と
西
南
戦
争
」（『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
第
六
十
三
巻
第
三
、
二
〇
一
七
年
）。

註
23
�
大
島
支
郎
編
『
田
能
村
竹
田
（
再
版
）』
巻
四
（
豊
南
書
堂
、
一
九
一
四
年
）
一
丁
表
。

註
24
�
市
村
茉
梨
「
竹
田
と
吹
田
」（
展
覧
会
図
録
『
田
能
村
竹
田
展
─
吹
田
・
な
に
わ
を
愛
し

た
文
人
画
家
』、
吹
田
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
─
三
頁
。

註
25
�
野
田
菜
生
子
「
作
品
解
説
72
　
吹
田
村
養
痾
図
」（
前
掲
註
3
展
覧
会
図
録
『
開
館
20
周

年
記
念
　
田
能
村
竹
田
展
』）
一
六
二
─
一
六
三
頁
。
市
村
茉
梨
「
作
品
解
説
6
　
吹
田

村
養
痾
図
」（
前
掲
註
24
展
覧
会
図
録
『
田
能
村
竹
田
展
―
吹
田
・
な
に
わ
を
愛
し
た
文

人
画
家
』）
三
一
頁
。

註
26
�
こ
の
ほ
か
所
在
は
不
明
な
が
ら
、
松
本
枩
蔵
（
一
八
七
〇
─
一
九
三
六
）
旧
蔵
品
で
、
同

図
様
の
作
例
が
あ
る
。
大
分
県
教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書
　
田
能
村

竹
田
　
資
料
集
　
絵
画
篇
』（
大
分
県
教
育
庁
、
一
九
九
二
年
）
六
四
四
頁
。

註
27
�
田
能
村
直
入
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
。
渡
辺
勝
『
直
入
居
士
伝
』（
画
神
堂
、
一

九
二
五
年
）。
展
覧
会
図
録
『
田
能
村
直
入
と
富
岡
鉄
斎
─
そ
の
画
業
と
南
画
の
軌
跡
』

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
一
九
八
五
年
）。
山
本
秀
麿
「
田
能
村
直
入
と
児
玉
果
亭
─
明

治
の
文
人
画
盛
衰
に
つ
い
て
」（『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
八
号
、
一
九
九
五
年
）。

宇
野
千
代
子
「
南
画
の
継
承
性
と
創
造
性
―
田
能
村
直
入
の
堺
・
大
坂
滞
在
期
の
画
業
と

富
岡
鉄
斎
の
堺
滞
在
期
の
画
業
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
）。

註
28
�
直
入
の
訃
報
に
接
し
た
鉄
斎
は
、「
余
老
人
を
知
る
殆
ど
五
十
年
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。

小
高
根
太
郎
『
富
岡
鉄
斎
の
研
究
』（
芸
文
書
院
、
一
九
四
四
年
）
一
三
八
頁
。

説
73
　
田
能
村
竹
田
像
」（
展
覧
会
図
録
『
開
館
20
周
年
記
念
　
田
能
村
竹
田
展
』、
大
分

市
立
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）
一
六
三
頁
。

註
4
�
田
中
介
眉
の
伝
記
が
掲
載
さ
れ
る
主
要
な
文
献
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
簡

略
な
解
説
に
と
ど
ま
る
。
三
宅
子
幹
編
『
浪
華
名
流
記
（
弘
化
二
年
版
）』
一
八
四
五
年
。

三
宅
子
幹
編
『
浪
華
名
流
記
（
安
政
三
年
版
）』（
聯
珠
堂
、
一
八
五
六
年
）。
樋
口
文
山

編
『
日
本
美
術
画
家
人
名
詳
伝
　
補
遺
』（
赤
志
忠
雅
堂
、
一
八
九
二
年
）。
津
田
房
之
助

編
『
古
今
書
画
名
家
全
伝
』（
東
京
図
書
出
版
、
一
八
九
七
年
）。
横
山
順
編
『
日
本
書
画

美
術
名
家
詳
伝
　
巻
之
二
』（
浜
本
明
昇
堂
、
一
九
〇
一
年
）。
富
本
北
嶺
編
『
美
術
鑑
定

　
日
本
書
画
名
家
全
書
　
上
巻
』（
矢
島
誠
進
堂
、
一
九
一
一
年
）。
樋
口
文
山
編
『
日
本

美
術
画
家
詳
伝
　
地
巻
』（
日
本
美
術
鑑
賞
会
、
一
九
一
八
年
）。
石
田
誠
太
郎
『
大
阪
人

物
誌
　
巻
三
』（
石
田
文
庫
、
一
九
二
六
年
）。
石
塚
松
雲
堂
編
輯
所
編
『
古
今
日
本
書
画

名
家
辞
典
　
五
』（
石
塚
松
雲
堂
、
一
九
二
七
年
）。
玉
椿
荘
楽
只
編
『
古
今
書
画
便
覧
』

（
松
雲
堂
、
一
九
二
九
年
）。

註
5
�
三
宅
子
幹
編
『
浪
華
名
流
記
』
六
丁
裏
。

註
6
�
三
宅
貞
編
『
浪
華
名
流
記
』（
松
泉
堂
、
一
九
六
二
年
）
一
九
丁
裏
。

註
7
�

 「
廣
瀬
旭
荘
送
西
下
漢
詩
巻
子
」
の
図
版
と
解
説
は
、
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
。
展
覧
会
図

録
『
廣
瀬
旭
荘
・
敬
四
郎
文
庫
─
旭
荘
子
孫
に
伝
承
し
た
資
料
群
』（
咸
宜
園
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
頁
。

註
8
�
菊
池
教
中
『
澹
如
詩
稿
』
巻
三
「
有
馬
記
事
」。

註
9
�
金
本
相
観
『
楽
山
堂
詩
鈔
』
坤
冊
（
宋
栄
堂
、
一
八
六
九
年
）
一
三
丁
表
。

註
10
�

 「
亦
復
一
楽
帖
」
の
貫
名
海
屋
跋
（
安
政
二
年
七
月
）
に
「
今
流
伝
落
介
眉
主
人
手
」
と

あ
り
、
こ
の
着
跋
の
時
点
で
す
で
に
介
眉
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

註
11
�
藤
本
篤
「【
史
料
紹
介
】
山
崎
僊
司
あ
て
後
藤
松
陰
書
状
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
十
号
、

一
九
八
三
年
）
一
〇
一
─
一
〇
二
頁
。

註
12
�

 「
再
抵
浪
華
招
飲
諸
名
流
於
道
頓
港
六
橋
楼
酔
後
有
此
作
〔
割
注
：
是
日
相
会
者
、
藤
沢

東
畡
・
後
藤
松
陰
・
落
合
双
石
・
渡
部
誰
軒
・
呉
北
渚
・
池
内
陶
所
・
橋
本
香
坡
・
内
村

鱸
香
・
田
能
村
小
虎
・
魚
往
荊
石
・
田
中
介
眉
・
行
徳
玉
江
也
〕」（
小
原
寛
『
鉄
心
遺
稿
』

巻
六
、
一
八
七
三
年
、
七
丁
表
）。

註
13
�
田
能
村
直
入
『
青
湾
茶
会
図
録
』
地
巻
（
河
内
屋
吉
兵
衛
ほ
か
、
一
八
六
三
年
）
九
丁
裏
。

註
14
�
こ
の
ほ
か
、
明
治
十
四
年
刊
行
の
大
竹
政
正
編
『
皇
朝
絶
句
類
選
』
巻
之
三
「
詠
古
之
部
」

に
介
眉
が
作
っ
た
七
絶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

註
15
�
樋
口
文
山
編
『
日
本
美
術
画
家
詳
伝
　
続
篇
』（
日
本
美
術
鑑
賞
会
、
一
九
一
八
年
）
一

一
五
─
一
一
六
頁
。
木
村
武
夫
「
浪
華
画
学
校
の
顛
末
」（
魚
澄
惣
五
郎
編
『
大
阪
文
化



出
光
美
術
館
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註
47
�
及
川
祥
平
「
近
代
の
贈
位
と
人
物
顕
彰
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察
─
新
聞
資
料
の
分
析
か
ら
」

（
小
島
孝
夫
編
『
地
域
社
会
・
地
方
文
化
再
編
の
実
態
』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
グ
ロ

ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）
九
五
頁
。

註
48
�
前
掲
註
28
『
富
岡
鉄
斎
の
研
究
』
一
九
三
頁
。

註
49
�
島
尾
新
「
柿
本
人
麿
像
に
お
け
る
『
か
た
ち
』
と
『
意
味
』」（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

編
『
人
の
〈
か
た
ち
〉
人
の
〈
か
ら
だ
〉
─
東
ア
ジ
ア
美
術
の
視
座
』
平
凡
社
、
一
九
九

四
年
）。

註
50
�
芥
川
龍
之
介
「
雑
筆
」（『
人
間
』
第
二
巻
第
八
号
、
一
九
二
〇
年
。『
芥
川
龍
之
介
全
集

　
第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
に
再
録
）。

註
51
�
大
西
巨
人
、
鎌
田
哲
哉
『
未
完
結
の
問
い
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
二
二
─
一
二

七
頁
。

［
図
版
出
典
］

図
10
・
11
・
15
・
16
・
27
・
28
・
30
　
所
蔵
館
よ
り
提
供
。

図
12
・
13
・
14
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

図
17
　
筆
者
撮
影
。

図
18
・
19
　『
両
大
家
所
蔵
書
画
入
札
』（
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
四
一
年
）。

図
20
　『
故
富
岡
鉄
斎
先
生
作
品
高
田
採
古
老
人
所
蔵
展
観
入
札
』（
京
都
美
術
倶
楽
部
、
一
九
二

七
年
）。

図
21
　
宗
像
健
一
編
著
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
　
図
版
篇
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

図
22
・
24
　『
故
富
岡
鉄
斎
翁
遺
愛
品
虎
屋
黒
川
魁
亭
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
京
都
美
術
倶
楽
部
、

一
九
二
八
年
）。

図
23
・
25
　『
鉄
斎
』（
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）。

図
29
　
富
岡
益
太
郎
ほ
か
編
『
鉄
斎
大
成
　
第
三
巻
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）。

註
29
�
前
掲
註
28
『
富
岡
鉄
斎
の
研
究
』
二
五
〇
頁
。

註
30
�
正
宗
得
三
郎
「
鉄
斎
翁
の
想
ひ
出
」（『
富
岡
鉄
斎
』
錦
城
出
版
社
、
一
九
四
二
年
）
八
頁
。

註
31
�
前
掲
註
28
『
富
岡
鉄
斎
の
研
究
』
一
九
一
頁
。

註
32
�
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
刊
行
の
後
藤
喜
太
郎
編
『
南
豊
名
画
集
　
乾
冊
』（
高
久
政
治
）

に
筆
塚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
は
「
黒
川
家
」
と
な
っ
て
お
り
、
先
述

し
た
黒
川
文
哲
の
も
と
に
移
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

註
33
�
正
宗
得
三
郎
「
南
宗
画
論
並
に
感
想
」（『
鉄
斎
』
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）
三
六
五
頁
。

註
34
�
富
岡
鉄
斎
「
竹
田
隠
於
詩
画
説
」（『
南
宗
画
志
』
第
七
号
、
一
九
〇
三
年
）
五
─
六
頁

（
前
掲
註
33
『
鉄
斎
』
な
ど
に
再
録
）。

註
35
�
前
掲
註
30
「
鉄
斎
翁
の
想
ひ
出
」
九
頁
。

註
36
�
前
掲
註
33
「
南
宗
画
論
並
に
感
想
」
三
五
八
頁
。

註
37
�
本
田
成
之
『
富
岡
鉄
斎
』（
中
央
美
術
社
、
一
九
二
六
年
）
三
九
頁
。

註
38
�
こ
こ
で
鉄
斎
が
述
べ
る
山
紫
水
明
処
の
図
と
は
、
菅
井
梅
関
が
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

に
描
い
た
「
水
西
荘
図
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
絵
は
後
年
『
水
西
荘
図
帖
』
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
現
在
画
像
の
確
認
で
き
る
中
で
は
、
鉄
斎
八
十
六
歳
の
作
で
あ

る
「
山
紫
水
明
処
」（『
両
大
家
所
蔵
書
画
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
四
一
年
に
画

像
掲
載
）
に
描
か
れ
る
山
紫
水
明
処
の
描
写
が
梅
関
画
を
も
と
に
し
て
お
り
、
鉄
斎
が
後

年
に
至
っ
て
も
山
紫
水
明
処
を
描
く
際
に
梅
関
画
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

註
39
�

 「
書
簡
」（
前
掲
註
33
『
鉄
斎
』）
四
〇
三
頁
。

註
40
�

 「
富
岡
鉄
斎
用
印
大
成
」（『
鉄
斎
研
究
』
第
七
十
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
神
野
雄
二
「
日

本
篆
刻
家
の
研
究
─
富
岡
鉄
斎
の
篆
刻
と
篆
刻
論
」（『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六

十
六
号
、
二
〇
一
七
年
）。

註
41
�
前
掲
註
40
「
富
岡
鉄
斎
用
印
大
成
」
六
五
頁
。

註
42
�
柏
木
知
子
「
富
岡
鉄
斎
の
帝
室
技
芸
員
拝
命
に
つ
い
て
」（『
書
道
文
化
　
四
国
大
学
書
道

文
化
学
会
誌
』
第
十
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

註
43
�
中
部
義
隆
「
富
岡
鉄
斎
筆
「
山
中
閑
居
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
大
和
文
華
館
　
美
の
た
よ

り
』
№
百
七
十
五
、
二
〇
一
一
年
）。

註
44
�
柏
木
知
子
「
富
岡
鉄
斎
の
見
た
寿
蘇
会
」（『
鉄
斎
研
究
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

前
掲
註
40
「
日
本
篆
刻
家
の
研
究
─
富
岡
鉄
斎
の
篆
刻
と
篆
刻
論
」。

註
45
�
こ
の
歌
の
歌
題
は
「
草
の
い
ほ
り
も
住
わ
ひ
て
又
あ
く
か
れ
出
ん
と
思
ひ
け
る
を
り
に
」

と
あ
る
。
前
掲
註
23
『
田
能
村
竹
田
（
再
版
）』
巻
二
、
三
一
丁
裏
。

註
46
�
田
尻
佐
編
『
贈
位
諸
賢
伝
』
第
二
巻
（
国
友
社
、
一
九
二
七
年
）
三
一
頁
。
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Background for the Creation of Painting 
"Tanomura Chikuden in Retirement" by Tomioka Tessai

  TANAKA, Den

 "Tanomura Chikuden in Retirement" is an artwork created by Tomioka Tessai (1837–1927) in 
June 1924, half a year before his death.
 The painting portrays Edo period literati Tanomura Chikuden (1777–1835).  It was revealed 
that the referenced source of Chikuden’s figure was the portrait of him lying ill in his last years, which 
was painted by his apprentice Tanaka Kaibi.  It is likely that the surrounding landscape was applied 
from a painting of Suita village on the outskirts of Osaka, where Chikuden spent his life under care.  
Therefore, it becomes apparent that this work features Chikuden facing his death.
 Tessai held an intimate relationship with Chikuden’s son-in-law, Tanomura Chokunyū 
(1814–1907) and deeply respected Chikuden who was a noble literato. Particularly, after receiving 
the position of Imperial Household Artist in 1917, Tessai created a copy of Chikuden’s signature seal 
bearing the letters "Old Painter" and used it for his own works.  This suggests that Tessai had regarded 
himself as an equal of Chikuden. 
 With such thoughts of Tessai towards Chikuden in mind, this article raises the granting of 
Junior Fifth Rank to Chikuden as a direct reason for the creation of this work.  It can be inferred that 
Chikuden, who was granted a rank status even after his death and thus made his presence everlasting, 
left a strong impression on Tessai, who himself had reached old age and was gradually nearing death.  
Based on such analysis, this article concludes that the painting depicting the figure of Chikuden is an 
artwork reflecting Tessai’s wish towards "Glory in Afterlife."
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